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はじめに



はじめに
 目録作成で迷ったら、どうしていますか？

 その資料について調べる
 問題点を明確にする

 問題解決のために、どうしていますか？
 調べる手段として

 Q&A 　 DB 、コーディングマニュアル、目録情報の
基準

 NCR 、 AACR2



事例その 1
親書誌タイトルのユレ



事例その 1
 『国立劇場三十周年

記念公演上演台本』
 NACSIS-CAT には

　『国立劇場歌舞伎
公演上演台本』とい
う親書誌がある

 この親書誌とリンク
させてよいかどうか



事例その 1 の考え方
 親書誌の表記のユレをどこまで許容するか

 親書誌レコードについてコーディングマニュアル
0.4.2.B2.1 に「 新規レコードの作成が妥当であ
る可能性が高い 」とされるもの
 主要な語 ( 名詞、固有名詞、固有名詞を表すイニシャ

ル形、形容詞等 ) の付加、削除、又は変更
 語順の変更



事例 1 の回答例
 「国立劇場歌舞伎公演上演台本」という語句

の並びが表記されていない以上、この親書誌
にリンクさせることはできないと考えられる



各巻ごとの書誌項目の違い

事例その 2



事例その 2
 第 1 部と第 2 部と

では脚本家が異なる



事例その 2 の考え方
 各巻ごとの著者名の違い

 Q&A データベースに「 別個の著者をもつ各巻次
の書誌作成単位について」という項目がある　
（管理番号 9000081700 ）

 その回答として、「 各巻別個の著者があっても別
書誌とはしません。このとき TR の責任表示は初
巻により記述し、それ以外の巻の異なる責任表示
は NOTE フィールドに記入します。 また AL
フィールドも作成します。」



「固有のタイトル」かどうかの判断

事例その 3



事例その 3
 この書誌のどの部分を

タイトルとし、どの部
分を内容注記とするべ
きか



事例その 3 の考え方
 この資料の親書誌『国立劇場歌舞伎公演上演

台本』 には１００以上の子書誌がリンクされ
ている
 子書誌のタイトルを調べると、ほとんどのもの

が『○幕○場』をタイトルの一部として登録して
いる

 また『…長唄囃子連中』までをタイトルの一部
としている子書誌が、２５タイトルほどある



事例その 3 の解決法
 他書誌との整合性を鑑み、『大江山鬼神草子

四幕十一場所作事「昔噺鬼退治」長唄囃子連
中』までをタイトルとするのが妥当ではない
かと考えられる



事例その 4
書誌調整



事例その 4
 NACSIS-CAT に同

一本と思われる書
誌情報がある
 その書誌情報の出版
地、出版社、出版年
には角括弧がついて
いる

出版年は「序言」か
ら採ったことが記さ
れている



事例その４：所蔵資料
 所蔵本の奥付には出
版情報が明記されて
いる
 この資料を前述の書

誌情報に所蔵登録し
てもよいか



事例その 4 の考え方
 NACSIS-CAT の書誌情報に疑問がある場合は

　作成館に問い合わせる
 この事例の場合、書誌情報作成館では、修理製本

をした際に、奥付が紛失した状態になっていた



事例その 4 の解決法
 奥付をもつ資料の所蔵館が、書誌情報作成館

の了解の元に、 出版情報を入力する
ポイント

 書誌情報作成館のみが変更できる事項と、発見館が自
己裁量で変更できる事項とがコーディングマニュアル
21.1 （図書書誌レコード修正 修正事項一覧）で規定
されている



事例その４：修正後



私家本 ( しかぼん )

事例その 5



事例その 5
 私家本（しかぼん）

 マッチ箱のラベルを貼り付けたスクラップブック
 表紙・背表紙には表記がない
標題紙・奥付は存在しない
製作者、製作年等の記録もない



事例その 5-1



事例その 5-2



事例その 5解決策
 コーディングマニュアル 2.2.1F1.5

 「 所定の情報源のどこにも本タイトルがないか､
所定の情報源自体がない場合 」

 「目録作成者の判断によって、資料の内容や種類
などを表す簡潔な語句か本文の冒頭の一部分を用
いて、本タイトルを補記する。」

 「補記した本タイトルを、目録作成者が決定した
ことを NOTE フィールドに記録する。」



事例その５：作成例



まとめ



まとめ
 わからないことがあれば、

 まず目録情報の基準、日本目録規則を調べる
 それでもわからなければ、

 コーディングマニュアルを調べる
 それでもわからなければ、

 Q&A データベースを調べる
 それでもなおかつわからなければ、

 NACSIS-CAT/ILL Q&A DB に質問を送る
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